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奄美群島請島未記録のハムシ科 4種
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New Distributional Records of Four Chrysomelid Beetles (Coleoptera, Chrysomelidae) 
from Uke-jima Is., the Amami Isls., Central Ryukyus, Southwestern Japan

Hiroaki Shigetoh and Hiroaki Kojima

Summary. Four chrysomelid beetles in two subfamilies are newly recorded from Uke-jima Is. in the Amami Isls., 
central Ryukyus: 1) Smaragdina quadratomaculata, 2) Cryptocephalus perelegans, 3) Hemipyxis foveolata foveolata, 
4) Nonarthra variabilis, and the subfamily Cryptocephalinae is recorded from the island for the first time. All species 
recorded in this report are in common to the main island, Amami-Ôshima, suggesting the similarity of chrysomelid fauna 
between the two islands. However, it is still insufficient in the status to clarify the fauna since no species of the subfamilies 
Chrysomelinae and Cassidinae, both of which are diverse on Amami-Ôshima Is., are known from Uke-jima Is., and further 
investigation is required from now on.   

奄美群島の請島（鹿児島県大島郡瀬戸内町）は，
奄美大島の南方約 14 km に位置する，面積約 13.34 
km2，最高標高 400 m，人口 102 人（2017 年 8 月末現在）
の小島である．これまで同島からは，4 亜科 12 種
のハムシが記録されていて，これらすべての種が近
隣の奄美大島にも分布する（中峯，2006；重藤・吉
武，2018）．また，奄美大島からは約 100 種のハム
シが記録されており，両島の自然環境が似ているこ
とから（水田，2016），請島にはより多くのハムシ
類が生息していると考えられる．

2015 年 3 月 25 日に筆者の一人である小島が請島
で実施した野外調査において 7 種のハムシ類が採
集された．そのうちクシバアラゲサルハムシ，ク
ロウリハムシ琉球列島亜種およびキベリヒラタノ
ミハムシ基亜種を除く 4 種は，請島における分布
記録がないようなので，同島初記録としてここに
報告する．今回の報告により，ツツハムシ亜科の
種が初めて確認され，請島におけるハムシ類の分

布記録は 5 亜科 16 種となった．しかし，未だに請
島におけるハムシ相の解明度は低く，特に奄美群
島の他の島々から記録されているハムシ亜科，カ
メノコハムシ亜科のハムシ類の記録がなく，今後，
さらなる調査を行う余地がある．

なお，学名と和名については，木元・滝沢（1994），
滝沢（2007，2012），および Lee (2014) に従った．
今回の報告に使用した検視標本はすべて重藤が保
管している．また，大山への入山および採集は瀬
戸内町より許可を得て行った．

採集記録

ハムシ科 Chrysomelidae Latreille, 1802
ツツハムシ亜科 Cryptocephalinae Gyllenhal, 1813

1 ． ア ザ ミ ナ ガ ツ ツ ハ ム シ  S m a r a g d i n a 
quadratomaculata (Jacoby, 1896)

Figs. 1–4. Newly recorded leaf beetles from Uke-jima Is., the Amami Isls., central Ryukyus, southwestern Japan. 1, Smaragdina 
quadratomaculata; 2, Cryptocephalus perelegans; 3, Hemipyxis foveolata foveolata; 4, Nonarthra amamiana.
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1 ex.，ヘリポート；2 exs.，大山，25. III. 2015，
小島採集．

請島初記録．本種はこれまで奄美大島および沖
縄島からのみ知られていた（滝沢，2007）．本種な
らびに次種は，請島からは初のツツハムシ亜科の
記録となる．

2．キボシツツハムシCryptocephalus perelegans Baly, 
1873

2 exs.，大山，25. III. 2015，小島採集．
請島初記録．本州，八丈島，四国，沖ノ島，九州，

対馬，五島列島，男女群島，平戸島，甑島，種子
島，屋久島，トカラ列島，口永良部島，奄美大島，
沖永良部島，沖縄島，久米島，北大東島，宮古
島，宮古島，波照間島，石垣島，石表島，与那国
島および台湾に分布している（滝沢，2007；川畑，
2010）．本種は地域によって色彩の変異が大きく，
研究者によっては，前胸背板の色彩や鞘翅の斑紋
パターンなどにより亜種および変種として扱って
いる（Chûjô, 1935；Kimoto, 1974）．

ノミハムシ亜科 Alticinae Newman, 1835

3．キイロミゾアシノミハムシ基亜種 Hemipyxis 
foveolata foveolata (Chûjô, 1958)

3 exs.，池地，25. III. 2015，小島採集．
請島初記録．トカラ列島中之島，奄美大島，沖

縄島および久米島に分布する（東ら，2002；滝沢，
2012）．奄美群島における記録は少なく，今回の報
告は 2 島目の産地となる．

4．カワリヒゲブトノミハムシ Nonarthra amamiana 
Chûjô, 1957

1 ex.，大山，25. III. 2015，小島採集．
請島初記録．これまで，奄美大島，沖縄島およ

び北大東島から記録されている（滝沢，2012；Lee, 
2014）．
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セスジダルマガムシ属 Ochthebius を中心に分
子系統解析が行われた．日本産種は以下の通り
となった．特に変更はないが，Enicocerus ？と
されていたグループは真正 Enicocerus と異なり
nitidipennis 種群であることになった（以下，ダル
マガムシを略）．

Ochthebius (Asiobates)・・・・エゾセスジ
Ochthebius (Ochthebius)・・・・残りの種
	 foveolatus種群・・・・コセスジ
	 marinus種群・・・・・ニッポンセスジ
	 nitidipennis種群・・・アマミセスジ，ハセガ

ワダルマ，ホンシュウセスジ，ナカネダルマ
	 punctatus種群・・・・セスジ，シオダマリセ

スジ
	 vandykei種群・・・・ イセコブセスジ，クロ

コブセスジ，イズモコブセスジ，セトコブセ
スジ，キタコブセスジ

（吉富博之　愛媛大学ミュージアム）


